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令
和
元
年
度
柿
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

定
期
総
会
が
５
月
31
日
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
柿

生
支
店
３
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、ご
来
賓

を
は
じ
め
多
く
の
会
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
丸
山　

聡
委
員
（
柿
生
第
２
地
区

民
児
協
）、
書
記
に
畠
山
和
宏
委
員
（
柿
生

第
３
地
区
民
児
協
）、川
本
佳
奈
子
委
員
（
同
）

が
選
出
さ
れ
、

平
成
30
年
度
事

業
報
告
と
会
計

報
告
、
令
和
元

年
度
事
業
計
画

と
会
計
収
支
予

算
が
発
表
さ
れ

審
議
の
う
え
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

�

柿
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
令
和

元
年
度
を
迎
え
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

　

総
会
に
先
立
ち
久
保
倉
清
会
長
は
、「
昨

年
度
は
創
立
60
周
年
記
念
式
典
を
１
５
０
名

の
出
席
を
得
て
盛
大
に
開
催
で
き
た
こ
と
は
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
理
解
の
た
ま
も
の
と

感
謝
し
ま
す
。
こ
の
勢
い
を
新
た
に
迎
え
た

令
和
元
年
度
に
繋
げ
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

来
賓
の
森
田
雅
之
様
（
地
域
ケ
ア
推
進
課

課
長
）
は
「
区
政
へ
の
理
解
と
協
力
に
感
謝

す
る
」
と
い
う
区
長
の
挨
拶
を
代
読
さ
れ
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
協
力
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
山
本
浩
真
様
（
麻
生
区
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
）
は

「
熟
年
世
代
の
引

き
こ
も
り
の
ケ
ア

は
難
し
い
。
地
域

の
見
守
り
が
大
切

な
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
の
角
山
雅

計
様
（
麻
生
区
町

会
連
合
会
会
長
）

は
、「
今
年
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

改
選
の
年
で
す
。
新
旧
委
員
の
入
れ
替
え
が

あ
り
ま
す
が
、
義
務
感
で
は
な
く
楽
し
み
な

が
ら
努
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
来
賓
の
壁　

宜
昭
様
（
麻
生
東

地
区
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
）、
斉

木　

浩
様
（
麻
生

区
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
長
）、

森　

政
𠮷
様
（
柿

生
宅
社
会
福
祉
協

議
会
顧
問
）
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
事
業
へ
の
参
加
者
が

　

５
年
で
３
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
久
保
倉
清
会
長
よ
り
、
平
成
30

年
度
は
重
点
７
項
目
が
ど
の
程
度
達
成
で
き

た
か
、
残
っ

た
課
題
は
何

か
を
各
委
員

会
ご
と
に
評

価
し
た
。
小

地
域
福
祉
活�

動
で
は
老
人�

い
こ
い
の
家�

を
使
っ
て
高
齢
者
の
交
流
や
健
康
増
進
を

図
っ
た
。「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
や
「
サ
ロ
ン
」

が
、
中
心
と
な
っ
て
地
域
活
動
を
推
進
し
た
。

ま
た
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
防
犯
や
再

犯
抑
止
に
有
効
と
考
え
て
い
る
な
ど
、
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
柿
生
地
区
社
協
主
催

事
業
参
加
者
が
平
成
25
年
９
７
５
名
、
同
30

年
２
，９
１
２
名
と
５
年
間
で
３
倍
に
増
え

た
こ
と
が
デ
ー
タ
を
添
え
て
報
告
が
あ
り
ま�

し
た
。

　

柿
生
地
区

社
会
福
祉
活

動
に
於
い
て

永
年
福
祉
活

動
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々

が
表
彰
さ
れ

感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。＊ 

表
彰
さ
れ
た
方
々 

＊

　

原　

�　

榮�

様
（�

地
域
子
育
て
委
員
会
）

　

小
沢�

泰
子�

様
（�

障
が
い
児
者
福
祉
委
員
会
）

　

安
井�

良
衛�

様

　
　
　
（
施
設
・
金
井
原
苑
・
地
域
サ
ロ
ン
等
）

ホームページのお知らせ http://www.kawasaki-shakyo.jp/asao/��から右帯の��柿生地区社会協議会��を検索してください。
地域の福祉情報、講座・研修の予定等各委員会からの情報を速やかにお伝えするように努めます。

セレサ川崎農業協同組合柿生支店
様より寄付金をいただきました。表彰された方々

令
和
元
年
度
柿
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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こ
の
広
報
誌
は
柿
生
地
区
社
協
管
内
の「
王

禅
寺
・
王
禅
寺
西
・
王
禅
寺
東
・
白
山
・
虹
ヶ

丘
・
上
麻
生
・
下
麻
生
・
早
野
・
岡
上
・
万

福
寺
・
古
沢
・
五
力
田
・
片
平
・
白
鳥
・
栗
平
・

栗
木
・
栗
木
台
・
黒
川
・
南
黒
川
・
は
る
ひ
野
」

に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
号「
令
和
」を
迎
え
て

　

本
年
５
月
１
日
新
し
い
元
号
「
令

和
」
に
改
元
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
上
皇
陛
下
が
ご
存
命
の
う

ち
に
改
元
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
も
晴
れ
や
か
に
そ
の
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
上
皇
陛
下
か
ら
も�

「
平
和
で
良
い
時
代
に
な
る
よ
う
に
」

と
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
む

現
在
、
社
会
福
祉
は
今
後
益
々
大
切

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
川
崎
市
で
は

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
、
子
育

て
中
の
親
な
ど
、
全
て
の
地
域
住
民

を
対
象
と
し
て
、「
誰
も
が
住
み
慣

れ
た
地
域
や
自
ら
望
む
場
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
の
実
現
」
を
目
指
し
て
「
川
崎

市
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
柿
生
地
区
社
協

は
そ
の
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
協
力

し
、
又
、
広
報
紙
「
か
き
お
の
社
協
」

を
通
し
て
地
域
の
皆
様
に
お
伝
え
し

て
お
り
ま
す
が
、
編
集
委
員
と
し
て
、

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。

　

令
和
元
年
を
迎
え
新
た
な
気
持
ち

で
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

（
Ｈ
・
Ｎ
）

編

集

後

記

編

集

後

記

柿生地区社協管内の方（下記参照）
（地区名は下記配布地域を参照）

＊88歳の方
　  昭和６年（1931年）１月１日～12月31日にお生まれの方
＊99歳以上の方
　  大正９年（1920年）12月31日以前にお生まれの方
※�在宅で生活されている方が対象となります。

ご本人もしくはご家族からの申し込みを受けて
贈呈することになります。

7月８日月 ～８月17日土
敬老祝日前後

（  お祝いの品は民生委員児童委員が
お届けいたします）

柿生地区社会福祉協議会
●電 話 044（952）5500 または
●ＦＡＸ 044（952）1424 でお申し込み下さい。
その際は、●①住所  ●②電話番号  ●③氏名  ●④生年月日　を
お伝えください。

申し込み

申し込み
期 間

お届け
時　期

申し込み先

締切り

役
　
職

氏
　
名

選
出
団
体

顧
　
問

森
　
　
政
𠮷

学
識
経
験
者

会
　
長

久
保
倉
　
清

学
識
経
験
者

副
会
長

梅
澤
　
　
馨

柿
生
第
３
地
区
民
児
協

副
会
長

渡
辺
　
孝
一

麻
生
区
町
会
連
合
会

会
　
計

落
合
　
園
子

白
山
い
こ
い
の
家

お
し
ゃ
べ
り
会

会
　
計

大
沼
　
洋
子

柿
生
第
２
地
区
民
児
協

理
　
事

福
祉
啓
発
委
員
長

松
岡
　
清
臣

賛
同
者

理
　
事

高
齢
者
福
祉
委
員
長

鈴
木
　
芳
明

麻
生
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会

理
　
事

青
少
年
福
祉
委
員
長

吉
垣
　
君
子

柿
生
第
１
地
区
民
児
協

理
　
事

地
域
子
育
て
委
員
長

市
川
　
幸
一

賛
同
者

理
　
事

熊
谷
　
幸
代

柿
生
第
１
地
区
民
児
協

理
　
事

近
江
　
峰
子

柿
生
第
１
地
区
民
児
協

理
　
事

伊
藤
　
道
子

柿
生
第
２
地
区
民
児
協

理
　
事

鈴
木
　
正
視

柿
生
第
３
地
区
民
児
協

理
　
事

仲
林
　
久
夫

麻
生
区
町
会
連
合
会

理
　
事

伊
藤
　
雅
子

麻
生
区
町
会
連
合
会

理
　
事

伊
藤
　
　
治

麻
生
区
町
会
連
合
会

理
　
事

依
田
　
明
子

金
井
原
苑

理
　
事

山
田
　
由
裕

麻
生
区
保
護
司
会

理
　
事

田
中
眞
砂
美

柿
生
中
学
校

監
　
事

宮
野
　
敏
男

麻
生
区
町
会
連
合
会

監
　
事

樋
口
登
美
子

賛
同
者

◦
令
和
元
年
度

柿
生
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
役
員
名
簿

柿生地区社会福祉協議会では高齢者福祉事業の一環として、申し込みを受けて、高齢者の方に敬老祝い品を贈呈します。

敬老祝い品の贈呈のお知らせ

＊ 収入の部（単位：円） ＊
会費
交付金
補助金
共同募金協力金
雑収入
繰越金

527,780
629,000
2,499,511
60,000
199,720
648,337

収入合計 4,564,348

＊ 支出の部（単位：円） ＊
運営費
委員会活動費
地域福祉行事協力費
社明運動実施費
研修費
共同募金協力費
団体育成費
交際費
慶弔費
負担金
繰出金（地域福祉事業積立金）
雑費
予備費

240,465
1,874,200
173,687
100,000

0
147,000
1,130,000
30,000

0
118,000
100,000
2,484

0
支出合計 3,915,836

平成30年度　柿生地区社会福祉協議会　一般会計収支決算書
収入総額　　　4,564,348 円
支出総額　　　3,915,836 円
次年度繰越金　   648,512 円 ◦ 

令
和
元
年
度 

事
業
計
画 

◦

 

重  

点  

項  

目

●1　�

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
地
区
社
協
を

め
ざ
し
、
地
区
社
協
組
織
及
び
活
動

を
強
化
す
る
。

●2　�

福
祉
啓
発
及
び
情
報
提
供
活
動
を
強

化
す
る
。

●3　�

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た

小
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
。

●4　�

福
祉
活
動
の
担
い
手
づ
く
り
や
育
成

に
努
め
る
。

●5　�

福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の
支
援
・
助

成
を
進
め
る
。

●6　�

委
員
会
活
動
を
通
し
て
福
祉
活
動
を

推
進
す
る
。

●7　 

当
社
協
の
組
織
運
営
体
制
の
自
立
を

推
進
す
る
。

対象者




